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黒
石
地
区
振
興
会
は
、
４
月
26
日(

火)

に
予
定
し

て
い
た
総
会
を
開
催
せ
ず
、
書
面
議
決
に
変
更
し
ま

し
た
。
奥
州
市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
収
束
が
み
ら
れ
ず
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
３
年
連
続
で
の
措
置
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
19
日(

火)

開
催
の
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
総
会
提
出
議
案
は
、
そ
の
後
に

代
議
員
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、
評
決
書
の
返
送
期
限

は
５
月
９
日(
月)
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

書
面
議
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
来
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

黒
石
町
防
犯
協
会
は
４
月
15
日(

木)

朝
、
「
春
の

地
域
安
全
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
黒
石
小
学
校
児
童

の
登
校
時
に
通
学
路
で
の
見
守
り
と
校
門
前
で
の
声

が
け
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
羽
田
駐
在
所
に
赴
任
し
た
佐
々
木
所

長
や
黒
石
町
防
犯
協
会
の
方
々
は
、
「
イ
カ
の
お
す

し
」
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

黒
石
小
学
校
で
は
４
月
８
日(

金)
に
入
学
式
が
行

わ
れ
３
名
の
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。 

 

新
一
年
生
に
は
、
黒
石
町
防
犯
協
会
よ
り
「
防
犯
ブ

ザ
ー
」
、
奥
州
市
防
犯
協
会
連
合
会
よ
り
「
イ
カ
の
お

す
し
下
敷
き
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
元
気
に
仲
良
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。 

   

す
が
わ
ら 

れ
ん 

く
ん 

 
 
 
 
  

 
 

 

【
下
柳
】 

   

さ
と
う 

は
る 

く
ん 

 
 
 
 
 
 

【
内
堀
】 

   

さ
と
う 

こ
う
し 

く
ん 

 
 
 
 
 
 

【
内
堀
】 

 

黒
石
地
区
の
各
団
体
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
総
会
を
書
面
議
決
に

変
更
し
て
い
ま
す
。
該
当
団
体
は
次
の
と
お
り
。 

 

◇
黒
石
体
育
会 

 

◇
黒
石
町
防
犯
協
会 

 

◇
水
沢
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
黒
石
支
部 

 

◇
黒
石
小
学
校
区
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会 

 

４
月
号
へ
の
掲
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
黒
石
小

学
校
の
新
し
い
職
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
転
入
等 

◇
黒
石
小
学
校      (

敬
称
略) 

 

副 

校 

長 

高
橋 

智
也  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

釜
石
・
甲
子
小
学
校
か
ら) 

 

講 
 

師 

高
杉 

莉
代 (

岩
谷
堂
小
学
校
か
ら) 

 

講 
 

師 

神
崎 

咲
枝 

 
 
 
 
 

(

新
規) 

 

養
護
教
諭 

田
村 

尚
子 (

江
刺
東
中
学
校
か
ら) 

 

事 
 

務 

熊
谷 

綾
子 

(

若
柳
小
学
校
か
ら) 

 

司 
 

書 

菊
池 

寛
子 

(

伊
手
小
学
校
か
ら) 

 

Ｓ 

Ａ 

Ｓ 

小
石
川
裕
美 

 
 
 
 
 

(

新
規) 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
の
度 

４
月
１
日
よ
り
地

域
活
動
員
と
し
て
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
小
原
明

美
と
申
し
ま
す
。
３
月
末
ま
で

“
ぐ
る
っ
と
遊
水
沢
江
刺
駅
店
”

で
お
土
産
品
の
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

地
元
に
も
地
区
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
足
を
踏

み
入
れ
た
事
も
な
く
、
す
る
事
な
す
事
が
初
め
て
で

少
々
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
セ
ン
タ
ー
長
さ
ん
を
は

じ
め
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
出

来
る
行
事
を
す
る
中
で
地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し

繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

し
ば
ら
く
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



 
 
 

 

昨
年
５
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
『
く
ろ
い
し
心
を
つ

な
ぐ
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
』
も
い
よ
い
よ
２
年
目
に
突
入

で
す
。 

 

13
回
目
と
な
る
今
月
号
は
高
清
水
行
政
区
の
梅

原
俊
彦
さ
ん
で
す
。 

  
 

黒
石
の
魅
力 

 
 
 
 
 

高
清
水 

梅 
原 

俊 

彦 

 

今
か
ら
二
十
年
前
、
私
は
福
島
県
二
本
松
の

国
道
四
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
二
男
二
才
。
と
て
も
病
弱
な
子
で
、
毎
週

の
よ
う
に
病
院
通
い
。
カ
ル
テ
は
日
め
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
の
如
く
厚
く
な
り
、
病
院
内
も
ほ
ぼ

顔
パ
ス
状
態
。
つ
ら
そ
う
な
様
子
を
見
る
度
何

と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
時
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意
し
ま
し
た
。
生

ま
れ
育
っ
た
我
が
故
郷
黒
石
に
戻
ろ
う
、
と
。

『
子
供
は
小
さ
い
う
ち
は
田
舎
で
育
て
ろ
』
と

い
う
世
の
諸
先
輩
方
の
名
言
も
自
分
の
背
中
を

押
し
ま
し
た
。 

 

黒
石
へ
引
っ
越
し
、
周
り
の
方
々
の
歓
迎
と

と
も
に
幼
稚
園
に
入
園
。
黒
石
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
息
子
の
様

子
に
驚
く
べ
き
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
戻
っ
て

き
た
直
後
か
ら
、
発
熱
が
ま
っ
た
く
発
生
せ

ず
、
病
院
に
行
く
事
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た

の
で
す
。
福
島
１
０
０
に
対
し
て
黒
石
１
で
し

た
。
以
降
、
高
校
ま
で
ず
っ
と
健
康
的
に
生
活 

し
、
今
は
大
学
生
。
皮
肉
な
こ
と
に
都
会
で
一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
が
、
元
気
の
よ
う
で

す
。 

 

な
の
で
私
は
誰
か
に
黒
石
の

魅
力
は
と
聞
か
れ
れ
ば
、
空
気
の

良
さ
・
健
康
的
な
生
活
が
で
き
る

事
、
と
即
答
し
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
全
国
そ
の
よ
う
な
地
域
は

た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
は
、
自
分
と
息

子
を
育
て
て
く
れ
た
黒
石
を
魅
力
あ
る
故
郷
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
廃

園
・
廃
校
を
始
め
と
す
る
衰
退
が
す
す
ん
で
い

る
の
も
現
実
で
す
。
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し

た
い
と
思
う
一
方
、
黒
石
の
人
口
が
今
後
増
加

す
る
事
の
難
し
さ
も
肌
で
実
感
で
き
ま
す
。 

 

近
年
の
一
極
集
中
型
社
会
が

今
後
も
進
ん
で
い
く
一
方
で
、
リ

モ
ー
ト
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に

使
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
も
た
ら

す
新
し
い
暮
ら
し
方
が
今
後
の

黒
石
の
活
性
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
、
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
資
産
と
い
わ
れ

る
昨
今
、
こ
の
黒
石
の
魅
力
と
価
値
観
の
変
化

が
両
立
で
き
る
未
来
が
あ
る
も
の
な
の
か
、
皆

で
語
り
合
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
６
月
号
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
は
、
ど
な
た
で

し
ょ
う
か
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

石
手
威
神
社
例
大
祭
式
典
が
４
月

17
日(

日)

午
前
11
時
か
ら
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
防

止
の
観
点
か
ら
、

今
年
も
規
模
を
縮

小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、

春
の
澄
み
渡
る
青

空
と
満
開
の
桜
の

下
、
平
和
と
安
全

を
祈
願
い
た
し
ま

し
た
。 

   【令和４年石手堰神社例大祭を担当した 

         「長根地区祭典委員会」のみなさん】 

放課後児童クラブの一年生 

じゃがいも植え 
 ４月20日(水)、黒石放課後児童クラブの一年生３名

は、黒石地区センターの花壇で「じゃがいも植え」をし

ました。下柳の鈴木厚子さんに種芋を準備していただ

き、じゃがいもの植え方を教えていただきました。子ど

もたちは、ひとつずつじゃがいもを植え、「大きくなり

ますように！」とお祈りしました。ちなみに三人の好き

なじゃがいも料理は「肉じゃが」だそうです。今から収

穫する日が楽しみですね。  



春   

 は へ 花壇は  

 ４月初旬、地区センターの花壇にビオラの花苗を植えました。 

 小さかった苗が太陽の光を浴びて日増しに株が大きくなってきました。 

 チューリップも咲きそろっていてまさに春爛漫です。お近くをお通りの際はぜひ

お立ち寄りください。 

 

  

黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い
た
だ

く
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
で
は
、
奥
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ア
ル
バ
ム
」
か
ら
は
、

開
催
さ
れ
た
講
座
の
様
子
を
写
真
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
「
じ
ゃ
も 

ん
が
ん
」
を
見
る
こ 

と
も
で
き
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

     黒石地区センター  
     Wi-Fi 使えます！ 
         ※パスワードは館内に表示 

住 民 登 録 月 報 （令和４年３月31日） 

行政区 男 女 計 世帯数 

内 堀 
50 

(0) 

49 

(0) 

99 

(0) 

35 

(0) 

鶴 城 
71 

(0) 

67 

(0) 

138 

(0) 

53 

(0) 

長 根 
51 

(-1) 

45 

(0) 

96 

(-1) 

40 

(0) 

下 柳 
49 

(+1) 

52 

(0) 

101 

(+1) 

40 

(0) 

二 渡 
120 

(0) 

116 

(+1) 

236 

(+1) 

79 

(0) 

正 法 寺 
39 

(0) 

33 

(-1) 

72 

(-1) 

33 

(0) 

小 黒 石 
39 

(0) 

46 

(0) 

85 

(0) 

30 

(0) 

高 清 水 
56 

(-1) 

47 

(0) 

103 

(-1) 

42 

(0) 

計 
475 

(-1) 

455 

(0) 

930 

(-1) 

352 

(0) 

※
カ
ッ
コ
内
は
前
月
と
の
比
較 

  

 ガーデンショップ『花駒』の瀬戸淳子さんを講師にお迎

えして、「花の寄せ植え教室」を開催します。 

 今年はギャザリングに挑戦します。花苗を手の中で組

み合わせて一つの花束にしてフラワーアレンジメントの

ように植える新しい手法です。花の組み合わせ方や土の

選び方などを教えていただきます。 

 参加費は2,500円。鉢、土、お花

を５～６種類の材料費分です。 

 お花好きのひと！ 

 ぜひご参加ください！ 

 <日時> ５月２５日(水) 

          １3時30分～ 

 <場所> 黒石地区センター 

 詳しくは全戸配布チラシをご覧 

 ください。 

  

龍門の丘公園草刈り 

 <日 時>  ５月15日(日)午前６時から 

 <場 所>  龍門の丘公園 小雨決行 

５月の担当行政区は、小黒石、高清水 

黒石パークゴルフ倶楽部 

◇４月 月例会(4/24)の成績      (敬称略) 

 第１位 渡 辺 一 夫 （正法寺） 101打 

 第２位 熊 谷 富美夫 （江 刺） 109打 

 第３位 佐 藤 道 一 （江 刺） 115打 

 第３位 渡 辺   伸 （正法寺） 115打 

 第３位 菅 原   宰 （下 柳） 115打 

◇５月 月例会 

 期 日 ： ５月22日(日) 

 受 付 ： 午前９時～ 

 開 始 ： 午前９時30分 

 参加費 ： 200円 ※雨天の場合は翌週に順延  



２０２２年 ５月  じゃもんがん  家庭連絡団らん 

       令和４年４月28日現在 

日 曜日   行 事 予 定   時 間           会    場 

1 日        

2 月        

3 火   <憲法記念日>      

4 水   <みどりの日>     

5 木  <こどもの日>     

6 金  卓球クラブ １３：００   地区センター第１会議室 

7 土       

8 日   [母の日]     

9 月   
黒石３B体操クラブ 
黒石小学校区子ども会育成会連合会 三役会 

１０：００ 
１９：００ 

  
地区センター研修室 
地区センター第１会議室 

10 火   
黒石地区振興会 三役会議 
黒石地区民生児童委員協議会 定例会 
黒石体育会 理事会 

１３：００ 
１３：３０ 
１９：００ 

  
地区センター第２会議室 
地区センター第１会議室 
地区センター第１会議室 

11 水   卓球クラブ １３：００   地区センター第１会議室 

12 木        

13 金        

14 土        

15 日  龍門の丘公園 草刈り（担当行政区：小黒石・高清水） ６：００   龍門の丘公園 

16 月   黒石３B体操クラブ １０：００   地区センター研修室 

17 火        

18 水   卓球クラブ １３：００   地区センター第１会議室 

19 木        

20 金       

21 土   黒石小学校運動会    黒石小学校校庭 

22 日  黒石パークゴルフ倶楽部 ５月月例会 (受付9:00～) ９：３０   高清水パークゴルフ場 

23 月   黒石３B体操クラブ １０：００   地区センター研修室 

24 火        

25 水   
卓球クラブ 
花の寄せ植え教室 

１３：００ 
１３：３０ 

  
地区センター第１会議室 
地区センター玄関前 

26 木  黒石地区行政区長協議会 定例区長会 １０：００   地区センター第１会議室 

27 金       

28 土       

29 日       

30 月       

31 火       

 『山菜』のお話 

 わらび、ふきのとう、コシアブラ、たらの芽…  

 一年の中でも、限られた時期にだけ出会える

大地の恵みです。 

 山菜のほろ苦さは身体の解毒作用があると

言われています。古くから先人の知恵が生きて

いる大切な野菜です。マナーを守って山菜取り

を楽しみましょう。 

 熊にも気を付けてください。              


